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桜川市水道事業水道料金の推移について
桜川市水道料金（税抜）メーター使用料を含む
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約30年間の日本の消費者物価指数
（総合指数）の推移

総務省『消費者物価指数（総合指数・2020年基準の時系列データ）』を
もとに作成
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桜川市誕生



一般会計との違い

会計区分

一般会計 市税や国からの補助金などの収入を配
分し、教育・福祉、道路・公園の整備
など、主に市の基本的な行政サービス
を行う会計

公営企業会計 事業収入を主な財源として、独立採算
の原則により特定の事業を経理する会
計（水道事業など）
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本業でどれだけ利益（損
失）があったか示していま

す

通常の業務活動に加えて、
資金調達等に関する損益の
結果を表すのが経常利益

（損失）です

１年間すべての損益の結果
を表すのが当年度純利益

（損失）です

本業以外でどれだけ収益が
あったか示しています

本業でどれだけ収益があっ
たか示しています

本業でどれだけ費用がか
かったか示しています



減価償却費7
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各資産の取得にかかった費用

減価償却費累計額を
引いた金額が今ある
資産の価値です 将来世代の負担

過去または現世代の負担

運営するための
固定資産や将来
使用する現金な

どの資産
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「業務活動によるキャッシュ・フロー」
は、水道事業本来の営業活動で資金を稼
げているかを表しています。結果がプラ
スなら良好ですが、補助金を投入してい
る点に注意が必要です。

投資活動によるキャッシュフローで
は、「固定資産の取得など、将来の設
備投資にどれくらいの資金を支出した
か」を表すものです。
主に資本的収支（2つ目の財布）の内容
が計上されています。
多くの水道施設が多額の更新費用を必
要とするから、投資活動によるキャッ
シュフローは通常マイナスになりま
す。

財務活動によるキャッシュフローでは「業
務活動・投資活動の維持のためにどれくら
いの資金を調達・返済したか」を表すもの
です。

CFが＋－－の場合、一般的には良好な経営
状態と言われますが、収益的収支に補助金
を投入している点に注意が必要です。
補助金を投入せず自力（料金収入）でこの
ようなCFになるのが理想的です。



給水原価と供給単価

給水原価315.6円/㎥
経常費用（営業費用+営業外費用）－長期前受金戻入

年間総有収水量

水道水1㎥当たりの製造原価。

供給単価279.5円/㎥
給水収益 _

年間総有収水量

水道水1㎥当たりの販売単価。
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一般会計繰入金の推移
（企業債償還及び赤字補填目的のみ）
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